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編
集
後
記
『
比
較
文
明
研
究
』
第
十
五
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
に
は
、
論
文
五
本
（
内
、
仏
文
論
文
一
本
）、
研
究
ノ
ー
ト
一
本
、
書
評
二
本
を
収
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
平
成
二
一
（
二
〇
〇
九
）
年
度
は
、
麗
澤
大
学
開
学
五
〇
周
年
記
念
の
年
で
あ
る
と
共
に
、
ト
イ
ン
ビ
ー
生
誕
一
二
〇
周
年
の
年
で
も
あ
り
、
比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
二
一
年
一
一
月
一
四
日
（
土
）
に
、
「「
人
類
と
母
な
る
大
地
」
の
ゆ
く
え
い
ま
、
ト
イ
ン
ビ
ー
が
世
界
に
発
信
す
る
も
の
」
と
題
し
た
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
吉
澤
五
郎
客
員
教
授
と
川
窪
啓
資
客
員
教
授
に
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
発
表
を
も
と
に
、
論
文
を
書
き
下
ろ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
＊
吉
澤
五
郎
客
員
教
授
の
「
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ビ
ー
の
肖
像
歴
史
学
か
ら
比
較
文
明
学
へ
の
道
」
は
、「
生
誕
一
二
〇
周
年
」
に
ち
な
ん
で
、「
ト
イ
ン
ビ
ー
の
知
的
肖
像
を
描
き
な
が
ら
、
そ
の
卓
抜
な
知
的
挑
戦
の
本
質
と
現
代
的
な
意
味
を
明
か
す
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。「
知
的
挑
戦
」
は
、「
二
一
世
紀
の
「
文
明
共
存
説
」
に
導
く
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
比
較
文
明
学
」
を
構
築
し
「
人
間
存
在
の
奥
義
を
質
し
た
」
こ
と
に
あ
り
、「
知
的
肖
像
」
は
、「
全
ギ
リ
シ
ア
を
熟
知
し
た
稀
有
な
学
者
」
と
し
て
出
発
し
、「
伝
統
的
な
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
胚
胎
す
る
…
…
ギ
リ
シ
ア
観
と
袂
を
分
か
﹇
ち
﹈」、「
人
類
文
明
史
を
広
く
鳥
瞰
し
、
そ
の
全
体
的
視
野
か
ら
諸
文
明
の
相
互
理
解
と
共
生
の
道
を
探
求
し
た
」
こ
と
と
描
か
れ
て
い
る
。
ト
イ
ン
ビ
ー
が
歴
史
学
か
ら
比
較
文
明
学
へ
と
到
達
し
た
「
道
」
を
明
ら
か
に
し
た
優
れ
た
論
文
で
あ
る
。
川
窪
啓
資
客
員
教
授
の
「
ト
イ
ン
ビ
ー
の
高
等
宗
教
と
廣
池
千
九
郎
の
聖
人
研
究
」
は
、
東
西
の
知
的
巨
人
の
比
較
を
試
み
た
論
文
で
あ
る
。
ト
イ
ン
ビ
ー
の
精
神
史
を
伝
記
的
方
法
に
よ
り
描
き
な
が
ら
、
文
明
優
先
史
観
か
ら
高
等
宗
教
優
先
史
観
へ
転
換
す
る
と
こ
ろ
を
詳
し
く
論
じ
、
ト
イ
ン
ビ
ー
の
高
等
宗
教
を
「
一
宗
一
派
の
枠
を
突
き
抜
け
た
、
把
わ
れ
る
所
の
な
い
人
類
的
立
場
の
歴
史
家
の
宗
教
（R
eligio H
istorici
）」
と
と
ら
え
て
い
る
。
廣
池
千
九
郎
に
関
し
て
は
、「
諸
聖
人
が
、
人
類
の
安
心
、
平
和
、
幸
福
、
魂
の
救
済
に
ど
の
よ
う
な
貢
献
を
し
て
い
る
か
」
と
い
う
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
観
点
か
ら
聖
人
研
究
を
行
な
っ
た
と
し
て
、
廣
池
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
、
釈
迦
、
孔
子
の
研
究
成
果
の
ポ
イ
ン
ト
を
要
約
的
に
示
し
た
上
で
、
廣
池
の
聖
人
研
究
の
特
色
を
、「
第
一
に
、
…
…
四
聖
の
真
精
神
を
理
解
、
体
得
、
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
点
、「
第
二
に
…
…
観
念
的
、
抽
象
的
で
は
な
く
、
四
聖
の
教
説
、
事
跡
の
中
の
救
済
力
、
生
命
力
の
発
見
、
明
に
力
点
を
置
い
て
い
る
」
こ
と
を
明
確
化
し
た
。
最
後
に
著
者
は
、
二
人
の
学
聖
に
対
す
る
「
崇
敬
と
感
謝
」
の
言
葉
を
も
っ
て
結
ん
で
い
る
。
ト
イ
ン
ビ
ー
と
廣
池
の
人
間
性
と
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
比
較
し
た
優
れ
た
論
文
で
あ
る
。
染
谷
臣
道
客
員
教
授
の
「
自
立
す
る
文
明
に
ど
う
対
処
す
る
か
?
ポ
ス
ト
文
明
に
向
け
て
」
は
、
人
間
、
環
境
、
自
然
、
文
化
、
文
明
の
関
係
を
、
一
二
九
「
本
来
、
人
間
も
環
境
も
と
も
に
自
然
な
の
で
あ
り
、
一
体
だ
っ
た
の
だ
が
、
人
間
が
文
化
を
発
明
し
、
環
境
と
向
き
合
う
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
環
境
か
ら
自
立
し
た
。
文
化
は
自
然
を
分
断
し
た
。
そ
の
文
化
は
次
第
に
厚
み
を
増
し
、
人
間
の
環
境
か
ら
の
独
立
性
を
高
め
た
。
現
代
文
明
は
そ
の
究
極
で
あ
ろ
う
」
と
と
ら
え
た
上
で
、
技
術
を
手
が
か
り
と
し
て
、
文
明
が
人
間
（
内
な
る
自
然
）
と
環
境
（
外
な
る
自
然
）
を
苦
し
め
て
い
る
状
況
を
克
明
に
描
き
出
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
現
代
文
明
の
問
題
は
人
間
の
「
欲
望
爆
発
」
に
起
因
し
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
自
律
性
を
も
っ
た
ポ
ス
ト
文
明
を
構
想
し
て
い
る
。
複
雑
な
現
代
世
界
の
状
況
を
と
ら
え
る
視
座
を
提
示
し
た
優
れ
た
論
文
で
あ
る
。
服
部
英
二
客
員
教
授
の‘L
a T
our E
iffel est
?elle une P
yram
ide?
｜
lien entre les patrim
oines culturels
｜’
は
、『
比
文
研
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
（N
o.
14,
M
ay
28,
2008
）
に
「
文
明
史
の
風
景
〜
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
か
?
文
化
遺
産
を
結
ぶ
も
の
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
論
考
を
、
フ
ラ
ン
ス
語
論
文
と
し
て
書
き
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
自
身
の
観
察
眼
と
文
明
論
的
考
察
を
も
と
に
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
、
オ
ベ
リ
ス
ク
、
パ
ル
テ
ノ
ン
が
皆
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
あ
る
と
発
見
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
見
る
著
者
の
推
論
と
考
察
は
、
読
者
を
わ
く
わ
く
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
非
常
に
優
れ
た
比
較
文
明
論
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
で
あ
る
。
松
本
亜
沙
子
客
員
教
授
の
「
海
洋
の
視
点
を
再
考
す
る
」
は
、?
山
の
視
点
?
?
陸
の
視
点
?
を
も
っ
た
新
田
次
郎
の
「
珊
瑚
」
と
い
う
小
説
に
触
れ
、
海
難
事
例
や
漁
船
の
活
動
範
囲
等
を
デ
ー
タ
に
基
づ
き
詳
し
く
説
明
し
な
が
ら
、「?
海
の
視
点
?
は
、
…
…
距
離
感
覚
も
位
置
の
確
定
も
、?
陸
の
視
点
?
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
﹇
い
る
﹈」
と
、
新
た
な
対
比
的
視
点
を
提
示
し
、?
海
の
視
点
?
か
ら
「
日
本
に
お
け
る
海
運
・
歴
史
・
文
化
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
、
未
開
拓
領
域
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。
海
洋
生
態
学
・
深
海
生
物
学
の
専
門
家
が
切
り
開
き
つ
つ
あ
る
海
洋
文
化
論
の
優
れ
た
論
文
で
あ
る
。
小
林
道
憲
客
員
教
授
の
「
情
報
宇
宙
論
覚
書
」
は
、
情
報
を
基
礎
概
念
と
し
て
、
モ
ノ
の
世
界
に
コ
ト
が
生
じ
る
根
源
を
探
り
、
物
質
、
生
命
、
宇
宙
が
自
己
組
織
す
る
姿
を
、
数
式
で
は
な
く
言
葉
に
よ
り
精
緻
に
描
き
出
し
た
科
学
哲
学
の
優
れ
た
論
文
で
あ
る
。
＊
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、
今
回
も
充
実
し
た
研
究
成
果
を
収
録
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ご
多
忙
の
中
、
玉
稿
を
ご
執
筆
賜
り
ま
し
た
先
生
方
、
ま
た
、
本
誌
完
成
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
行
人
社
野
澤
幸
弘
社
長
に
、
篤
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
（
立
木
教
夫
）
一
三
〇
